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１．研究の目的 

発展途上国において、竜巻や雷雨などのメソ大気現象は、これまで、毎年のように発

生する大洪水、また、接近上陸の際に大きな被害を発生させる熱帯性低気圧（台風、サ

イクロン）に比べて、軽視されてきた。しかしながら、インドの西ベンガル州やアッサ

ム州、バングラデシュなどの北東インド地域では、毎年のように竜巻や雷雨が多数発生

している。このため、人的被害や構造的に脆弱な住家には大きな被害が発生する。これ

までに、実施した調査である、1996年のバングラデシュのタンガイルで発生した、死者・

行方不明者が500名をこえる竜巻(小野ら、1997、林ら、1996)、2013年の死者36名を出

した竜巻（村田、2014）の事例などに基づいて、この地域の竜巻発生の気象環境につい

て、事例解析を基礎とした統計的研究を進める。 

バングラデシュの竜巻の被害軽減については、東京工芸大学の GCOE でタンガイルの住家

に竜巻から人命や財産を守るため、地下のシェルター設備を試験的に整備するプロジ

ェクトに参加した。これらの実績を基礎として、以下の課題について研究を進め、バ

ングラデシュの竜巻に対しての成果をアッサムやミャンマーに対して適用する可能性

を探ることを目的とする。 

 

２．研究の方法 

(1)バングラデシュの竜巻の発生環境についての気象学的な解析を行なう。さらに将来

的に法をアッサム、ミャンマーについて適用し、発生環境の相違を明らかにする。 

(2)バングラデシュで整備されたシェルターの現状をモニタリングして、より有効な活

用方法の検討をする。 

(1)については、ミャンマー、アッサムについて、平成 26 年度に現地での竜巻の事例

の収集を行って、発生日時、被害状況などの情報を収集する。さらに、使用可能な再

解析気象資料についても確認作業を行う。平成 27 年度には環境評価を行い、バングラ

研究分野：強風防災 

研究期間：H26 ～ H28  [平成 27 年度も研究継続] 

課題番号： 

研究課題名（和文）：発展途上国の竜巻発生環境、強風被害評価および被害軽減に関する研

究 

研究課題名（英文）：Research on Tornado occurrence Environment and Damage Reduction 

in Developing Countries 

研究代表者：林 泰一 

 

交付決定額（当該年度）：570,000 円 



デシュとの結果との比較を行う。 

(2)については、平成 26年度に「インド北東部の降水過程」（科学研究費基盤 A）に渡

航する際に、竜巻シェルターのモニタリングをして、利用の現状を確認する。平成 27

年度は、このシェルターのアッサムやミャンマーで導入するための方法を検討する。 

ミャンマー水文気象局では、将来的にドプラーレーダ導入が検討されており、被害軽

減のための早期避難に結びつく、より有効な利用方法を考える。 

以上の課題を推進していくなかで、バングラデシュ、アッサム、ミャンマーの竜巻の

統計、被害の実態から、この地域の竜巻の強さの評価を行う。 

 

３．研究成果 

(1)2014 年 4-5 月にバングラデシュにおいて現地調査を行い、竜巻の気象学的特徴を明らかに

した。とくに、竜巻の発生に、Dryline と呼ばれる現象が大きく関わっていることを解明した。

この Dryline はバングラデシュの上空の大気が、インド亜大陸から東進する乾燥大気とベンガ

ル湾から北進する湿潤大気の境界に発生し、大気の不安定な状況下で、竜巻が発生し安くなる

ことが理解できた。 

(2)ミャンマーにおいて、8月に気象水文局を訪問し、大気現象としての竜巻の現地での取り扱

いについて、情報収集した。大規模な空間で発生する洪水やサイクロンに比べて、竜巻の被害

は限定されること、また、予測が困難であることから、現状では、あまり重要視されていない

ことがわかった。8 月にはマンダレー工科大学で、メソ気象現象としての竜巻被害の実態につ

いて、工学部の学生に講義を行った。 

(3)インド北東部のアッサム、西ベンガル州では、Cotton 大学物理教室、ガウハチ大学地理学

教室の研究者と共同して、多現地の竜巻についての情報を収集した。 

(4)3 月に東京工芸大学で、「第 10 回南アジアおよびインドシナにおける気象災害と人間活動に

関する研究会」を開催し、気象学、地理学、社会学、地域研究学、公衆衛生学などの研究者が

一堂に会して、大気現象の解明、気象災害の人間社会に対する影響について、研究発表と将来

の研究の方向性を議論した。 
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